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よさのみらい会議
｜岩滝保健センター

与謝野町産業振興会議 編

主催：与謝野町総合計画審議会



よさのみらい会議について



よさのみらい会議の目的

住民の皆さんの声を 
第2次総合計画に 
反映すること



まちづくりアンケート結果
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与謝野町の気になるところ【上位５位】

働く場が少ないこと

地域の産業・技術の継承・
発展に不安があること

余暇や娯楽を楽しめる場が少ないこと

買い物など日常生活が不便なこと

通勤・通学に不便なこと
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19.7%

17.4%

55.8%



チャレンジできる担い手の創出

農業の振興

織物業の振興

商工業の振興

情報発信・流通ネットワークの強化を
通じたビジネス環境の整備

魅力ある働く場の創出

まちづくりの満足度（分野1｜一人ひとりが個性を活かして安心して働けるまち）
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魅力の認識及び「よさの者」づくり

交流人口増加体制の強化

まちの魅力・人の魅力が生み出す与謝野町
ならではの「移住・定住」の促進

まちづくりの満足度（分野2｜地元を誇りに想い、人の流れを生むまち）

■ 満足　■ やや満足　■ やや不満　■ 不満　
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魅力を体験・体感できる
コンテンツの開発
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30年後を見据え特に力をいれるべき施策【上位10位】

魅力ある働く場の創出

誰もが住みやすいと感じられる生活環境の構築

健康・福祉を支える人材の育成と確保

災害に強い安心・安全なまち

チャレンジできる担い手の創出
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24.8%
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新たな命の誕生を応援

まちの魅力・人の魅力が生み出す与謝野町ならでのは移住・定住の促進

未来を見据えた行財政運営

安心・安全に暮らせる地域づくり

交流人口増加体制の強化

19.1%

17.8%



キーワード抽出



キーワード抽出（第2次総合計画・前期基本計画 施策評価シート）

進まない 
事業承継

人材不足 
（後継者・従業員）

地域資源 
活かした 
事業展開 
少ない

魅力ある 
働く場 
少ない

移住受入先 
少ない 

（ミスマッチ）

魅力発信 
不足 

（官民ともに）

若者の 
チャレンジ 
意欲喚起



キーワード抽出（令和3年度与謝野町地域経済分析報告書）

地域内 
経済循環 
の実現

地域内 
再投資 
の促進

産業とくらしを 
横断する 
政策づくり

小規模事業者 
若い世代への 
支援

年金経済を 
いかにして 

地域内経済循環 
に結びつけるか

産業構造
の変化

地域経済を 
支える 

中心的役割は 
地元企業



キーワード抽出（中小企業振興基本条例改正に向けた提言書）

誰もが 
挑戦できる

次世代に 
つなぐ

異業種間 
連携・交流

外貨獲得 
内需拡大

実践 人材 
育成

支援 
体制

社会 
貢献応援 魅力 

発信 つなぐ

地域内
消費

商品 
開発



地域内経済循環

商品・サービス

お金



地域内経済循環



地域経済循環図（2018年）地域経済循環率 

65.3%

出典：RESAS 地域経済分析システム



地域内経済循環 町内取組事例【消費編】

くすぐるカード 地域通貨 住宅改修助成



地域内経済循環 町内取組事例【生産編】

まちグルメ 野菜の駅 桜プロジェクト



本日のテーマ

地域にお金をまわす



わたしには何ができますか 

誰に協力してもらいたいですか

どんな役場であったらよいですか

地域にお金を回す活動 アイデア アイデアを実現するには

どのような活動を行っていますか 町内にお金を回すアイデアを考えてみましょう

～2026年 ～2040年

よさのみらい会議（産業振興会議編）ワークシート 班

～2026年 ～2040年

～2026年 ～2040年


